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摘 要 
本稿では地域住民が自然環境をいかに利用するのか、環境の変化にいかに適応するのかという問題に
ついて、地域気候学の視点を提唱して考察する。インド農村を事例として、環境を本来の状態のまま利
用する農学的適応技術、環境を都合のいいように改変する工学的適応技術、社会全体として多様性を高
めることで環境の変化に対応する社会学的適応技術の 3 つの事例を紹介する。これらの技術は農業だけ
でなく、新たな自然の利用形態である太陽光発電についても応用可能である。日本における太陽光発電
をめぐる問題も、自然を利用する姿勢、つまり異なる自然観が対立していると読み換えることができる。 
 
 
Ⅰ 地域気候学の提唱 
 
太陽光発電の問題を考えるにあたり、日照時間
や雲量など発電の条件となる気候要素の考察は欠
かせない。これらは主として気象学および気候学
で専門的に扱われる内容となっており、たとえば
気象学では雲が発生する際の大気の物理的条件が
調べられたり（阿部 1939）、気候学では日照時間
によって日本国内の地域区分が試みられたりして
いる（Inoue and Matsumoto 2003）。筆者は現在、勤
務大学で気候学の講義・実習を担当している。し
かし日照時間や雲量のデータを分析してメカニズ
ムや将来予測を論じているわけではない。気候学
が気象学と大きく異なるのは、この学問が地理学
の一分野であるゆえに、大気現象の変化を扱うの
みならず、地域の居住する人間との関わりまで視
野に入れている点にある。地理学が自然環境と人
間社会の関係を解明するという学問であり、気候
や地形などの自然環境だけでなく、それらを基盤
として成り立つ社会、文化、経済活動などさまざ
まなレイヤーの積み重なりとして地域を理解する
という特徴を持っているため（中村ほか 1991）、
地域の産業や社会が育まれる際に気候やその他の
自然環境がどのような役割を果たしてきたのかと
いうことに筆者は関心を寄せてきた。 
気候は地域のさまざまな要素と関わりを有して
いるため、地域内に現れる影響を通して目には見
えない気候を理解することも可能である。たとえ
ば気候景観というものがある（青山ほか 2000）。
平野を吹き抜ける強風を防ぐために形成される屋
敷林や、豪雪地帯で戸外の雪を避けるために設置
される雁木などが日本における気候景観として有
名である。屋敷林や雁木などは地域の住民が気候
に適応する手段として発達させた技術の一例であ
るが、その形状や分布を調べることで、逆に地域
の気候の特徴を考察することができる。このよう
に自然環境と人間社会は密接に関わり合っており、
その接点となるのが景観であり適応技術である。
太陽光発電も環境に適応する手段の一つ、住民が
気候を資源として利用するための技術と捉えるこ
